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【学校教育目標】  「自分をみがき未来をひらく湯原っ子の育成」 
【めざす学校像】   「笑顔あふれる学校」 
【めざす子ども像】  「チャレンジする子」「ともに伸びる子」 
【めざす教職員像】  「学び続ける教職員」「対話でつながる教職員」 

 
仲間と過ごす楽しさを味わった修学旅行 

９月１７日・１８日の２日間、６年生は奈良・京都に修学旅行に行ってきました。読んで字のごとく

「学びを修める旅行」です。事前学習で買い物の計画を立て、時

間を意識した行動の大切さを理解し、グループで協力して調べ学

習をしていた６年生。その学びを旅の行程でしっかり活かして、よく

考えて行動することができました。お世話になる人への感謝の気

持ちと周りへの思いやりが感じら

れる言動も随所に見られ、立派に

成長していることを感じさせてくれ

ました。何よりも、子どもたちの表情から友だちと過ごす楽しさが溢

れていて、「仲間の絆」を存分に味わえたように思いました。 

子どもたちは、「友だちと一緒な

ら不可能が可能になる」「友だち

と一緒なら楽しみが広がる」ということをきっと実感できたことでし

ょう。卒業までの半年、さらに仲間の絆を深めながら笑顔で学びを

楽しみ、湯原小学校のリーダーとして自信をつけてほしいと願って

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

修学旅行 発表集会 
２学期の重点取組は「伝える」です。修学旅行で心に残ったことを６年生が全校のみんなに伝え

る発表集会を行いました。各々自分が感じたことを短い言葉でわかりやすく話していました。だれの

言葉からも楽しい思い出となったことが伝わってきました。このように自分の言葉で伝える場を意識

して取り入れ、子どもの経験値を高めていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


